
1974年生まれの落語家（真打）。都内各寄席をはじ
め全国の落語会、講演会で活躍中。
生粋の東京っ子らしい明るく闊達な口調、リアルな人
物描写を持ち味として古典落語を語る。
目指すのは演じる自分自身がいつしか噺に溶け込み、
登場人物たちそのものがお客様の目の前に表れるよう
な表現。
初めて聴く落語で子どもたちの落語観が決まると考え、
小学校を中心とした学校寄席・落語教室はライフワー
クのひとつとして取り組んでいる。
江戸時代から先祖代々住んでいる東京の下町・尾久を
愛する。

所属 一般社団法人落語協会 真打
一門 古今亭志ん朝一門
出囃子 「汐汲」
芸紋 「一つ花沢瀉」
特技 篠笛、寄席の踊り
趣味 邦楽囃子（⾧唄太鼓、小鼓）

昭和49年8月30日 東京都荒川区生まれ
平成11年 中央大学を卒業して、桂 才賀に入門
同年11月より前座。前座名「桂 才ころ」
平成15年5月 二ツ目に昇進して「桂才紫」と改名
平成26年3月 三代目「桂 やまと」を襲名 真打昇進

桂歌助に入門
公益社団法人落語芸術協会 所属

平成3年 横浜市旭区笹野台出身
平成24年 春風亭昇太に入門
平成28年 二ツ目昇進
令和6年 三ヵ国五公演十日間のヨーロッパツアー

公演実施
令和7年 欧州公演の旅の記録をまとめた紀行文

「ひつじ旅～落語家欧州紀行～」
（虹色社）を出版
第36回北とぴあ若手落語家競演会奨励賞
受賞

令和8年 新刊出版予定
公益社団法人落語芸術協会 所属



茅ケ崎日本中国友好協会 最近の活動紹介
～民際外交で、日中友好の輪を広げよう!～

茅ケ崎で日中友好協会を再結成して14年、会員は現
在23人です。毎年の活動は中国訪問、中国料理教室、
琵琶や二胡の演奏会、太極拳、中国語教室、本場中国
料理を食べる会などを開催しています。
県日中友好協会名誉顧問の久保孝雄さんの「構造改
革政権―⾧洲神奈川県政20年の再評価とその歴史的意
義」の本によると、元県知事の⾧洲さんは日本と中国
との関係を大変重視し「日中友好なしに日本の生きる
道は無い」という強い信念を持たれ、「民際外交」を
提唱され、県と遼寧省との友好提携を実現しています。
その提携書には「不戦の誓い」も入っています。結ば
れたのは1983年、今から42年も前のことなのです。
昨今、日本と中国、国同士の関係は不穏かもしれま
せんが、戦後80年、私たちは、「民際外交」という友
好の輪を広げていくことで、戦争のない平和な世の中
を作っていきたいと考えています。
良かったら一緒に仲間に入りませんか?

茅ケ崎日中友好協会 会⾧ 日下景子


